
市内にも大きな被害をもたらした平成23年の東日本大震災

タ
ン
ド
の
位
置
を
確
認
す
る（
千
葉

県
・
東
京
都
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
九

都
県
市
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
と
徒
歩
帰
宅
支
援
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
た
め
、
可

能
な
範
囲
で
水
や
ト
イ
レ
な
ど
が
提

供
さ
れ
ま
す
）

災
害
発
生
時
は
落
ち
着
い
て

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
多
く
の
人
が
一
斉
に

徒
歩
で
帰
宅
を
始
め
る
と
、
火
災
や
沿

道
の
建
物
か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り

負
傷
す
る
危
険
が
あ
り
、
ま
た
、
救

助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
3
年
以

上
が
た
つ
現
在
で
も
、
そ
の
爪
痕
が
色

濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
発
生
を

想
定
し
て
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
準

備
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

◦
懐
中
電
灯
や
非
常
食
、
保
存
水
、
貴

重
品
な
ど
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

し
て
お
く

◦
地
域
の
避
難
場
所
や
、
一
時
的
に
利

用
で
き
る
近
く
の
集
会
所
ま
で
の
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
く

◦
家
族
な
ど
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
の
方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
っ

て
お
く

◦
職
場
か
ら
の
帰
宅
経
路
に
あ
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス

◦
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す

る
◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
3
ペ
ー
ジ

参
照
）を
利
用
し
、
家
族
の
安
否
や

自
宅
の
無
事
を
確
か
め
る

◦
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手

す
る

住
民
の
協
力
で
被
害
を
軽
減

　
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
生
き
埋

め
に
な
っ
た
り
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し

た
人
の
う
ち
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関

に
救
助
さ
れ
た
人
は
わ
ず
か
2
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
多
く
は
自
力
ま
た
は
家
族
や

近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
い
場
合
、
公
的

機
関
に
よ
る
緊
急
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生
後
、

早
い
段
階
で
の
救
助
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
近
所
の
人
が
お

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
防
災
活
動
に

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か

今
か
ら
91
年
前
の
大
正
12
年
9
月
1
日
は
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た

日
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
日
を「
防
災
の
日
」と
定
め
、
災
害

に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
す
る
日
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
い
ま
一
度
、
防
災
対
策

の
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

9
月
1
日
は
防
災
の
日
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組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
で
防
災
力
強
化

　
災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
の
人
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
を

「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
95
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
、
避
難
訓
練
や
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
区
や
自
治

会
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た

め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
の
対
象
に
な
る
人
は

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
伴
っ
て
市
が

開
設
す
る
避
難
所
は
、「
災
害
時
に
緊

急
的
に
住
民
の
安
全
を
守
る
、
ま
た
は

災
害
に
よ
り
住
家
を
失
っ
た
住
民
の
生

活
の
場
を
確
保
す
る
施
設
」
で
す
。
対

象
は
次
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
避
難
勧
告
な
ど
に
よ
り
緊
急
避
難
の

必
要
が
あ
る
人

　
災
害
時
に
避
難
所
で
支
援
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難

者
の
生
活
に
必
要
最
低
限
の
こ
と
か
ら

優
先
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
普
段
の
生
活
と
の
差
を

で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
へ
の
心
配
り
な
ど
、
避

難
者
同
士
が
お
互
い
に
協
力
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

風
水
害
に
対
す
る
備
え

　
秋
は
台
風
の
発
生
が
多
い
季
節
で
す
。

昨
年
は
台
風
26
号
が
、
市
内
各
地
で
崖

崩
れ
や
冠
水
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
大
雨
や
暴
風
に
よ
る
災

害
に
対
し
て
、
日
ご
ろ
の
備
え
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◦
浸
水
が
多
い
場
所
や
地
盤
の
弱
い
斜

面
で
は
土
の
う
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き
、

風
雨
が
強
ま
る
前
に
設
置
す
る（
市

で
は
こ
れ
ら
の
配
付
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
）

◦
雨
ど
い
や
側
溝
を
清
掃
し
、
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る

◦
屋
根
瓦
や
外
壁
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
点
検
し
、
雨
漏
り
や
倒
壊
の
可
能

性
が
あ
る
箇
所
は
修
理
を
す
る

◦
植
木
鉢
や
物
干
し
竿
な
ど
風
に
飛
ば

さ
れ
や
す
い
も
の
は
屋
内
に
片
付
け
、

ア
ン
テ
ナ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
固
定

す
る

土
砂
災
害
時
の
避
難
行
動

　
崖
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
危
険

の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
崖
崩
れ
の
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の

2
〜
3
倍
も
離
れ
た
所
ま
で
達
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、
速
や
か

に
崖
か
ら
遠
く
に
離
れ
、
市
に
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
は
澄
ん
で
い
る
湧
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
直

ち
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
非
常
持
ち

出
し
品
を
準
備
し
、
市
の
指
定
避
難
場

所
や
一
時
的
に
利
用
で
き
る
近
く
の
集

会
所
な
ど
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

浸
水
害
時
の
避
難
行
動

　
大
雨
に
よ
る
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
、
自
宅
の
2
階
な
ど
の
高
い
所

へ
緊
急
的
に
避
難
を
す
る
「
垂
直
避

難
」
が
有
効
で
す
。

　
急
激
な
降
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
歩
行

が
危
険
な
場
合
は
、
垂
直
避
難
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

　市では、携帯電話やパソコンへの防災メール配信サービ
スを行っています。メール配信を希望する場合は、あらか
じめ利用登録を行ってください。
登録方法
①利用する携帯電話やパソコンから「k@nrt.171k.jp」に
メールを送信する
②「info@nrt.171k.jp」から「防災メールの登録はこちら」
という件名のメールが返信される
③メールを開き、記載されたアドレスをクリックしてイン
ターネットに接続し、「◆利用者登録◆」をクリックして登
録画面へ
配信される情報
◦災害・気象情報…災害情報、避難所・救護所情報、気象
警報、地震情報（震度4以上の場合）、大気に関する情報（光
化学スモッグやPM2.5など）
◦消防情報
◦防犯情報…警察情報、不審者情報
◦防災無線情報
※くわしくは危機管理課（☎20-1523）へ。

防災情報などを携帯電話やパソコンにメール配信します
防災メール配信サービス
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0 4 7 6

再生方法 録音方法

自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

（30秒以内）再生

2

1 7 1

0 4 7 6
自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

録音

1

　災害発生時は、家族の安否確認などの電話が集中す
るなど、回線が混雑して電話がつながりにくくなります。
災害用伝言ダイヤル「171」は、ほかの回線よりもかか
りやすいシステムです。
　使い方に慣れてもらうために、9月5日㈮までの毎日
と、毎月1日・15日に、試験的に利用することができま
す。この機会に家族や知人と、安否確認方法の1つと
して試してみませんか。
　また、携帯電話各社でも災害用伝言サービスを行っ
ています。
　利用方法については、各社に確認してください。

災害用伝言ダイヤル試してみませんか

3 広報なりた 2014.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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